
 

母児同室について

★母児同室のよいところ

　赤ちゃんとの生活のリズムができ、退院後の生活にスムーズに移行できる

母児同室中のことについて

当院では出産直後（帝王切開術も含む）から母児同室、母乳育児をおこなっています。      出
産後はママと赤ちゃんが24時間同じ部屋で過ごします。

授乳

沐浴

24時間ママと赤ちゃんが一緒に
いて、赤ちゃんが欲しがるときに
欲しがるだけ授乳することが、母
乳哺育を成功させるために大変
重要です。

ママも赤ちゃんとずっと一緒にいることで赤ちゃんとの生活に慣れることが
できます。抱っこしたり、授乳したり、オムツを替えたりひとつひとつの育児
を自分の手で行なっていくことで自信をもてるようになります。

出産後からママとずっと一緒にいることは、赤ちゃんにとってとても幸せなことです。赤ちゃんは
お乳が欲しい、オムツをかえてほしい、抱っこしてほしいと泣きます。泣いても赤ちゃんはすぐマ
マの胸に抱いてもらえます。望んでいることを何でもしてくれるママはとても信頼できる存在で
す。出産後数日間のかかわりは、ママと赤ちゃんの信頼関係を築く上でとても重要な時期になり
ます。

24時間、いつでもあげて下さい。基本的に自律授乳（欲しがったときに欲しいだけ飲ませる）をお
こなっています。頻回に授乳していただき、医学的に必要でなければミルクは補足しません。出
産後2、3日は母乳の準備期間で母乳の量は少ないです。ですがこの時期の母乳は初乳といっ
て赤ちゃんに必要な成分をたくさん含んでいます。量が少ないと足りているか心配になります
が、赤ちゃんはお腹にいたときの蓄えと初乳で母乳の量が増えるのを待つことができます。頻
回に授乳してたくさん初乳をあげてください。授乳の方法（抱き方、飲ませ方など）はその都度説
明させていただきます。

出産した日を0日として1、3・・・と奇数日に沐浴します。

　ママと赤ちゃんの絆が深まる

　母乳哺育の確立

厚生労働省だけでなく、ユニセフや
ＷＨＯ（世界保健機構）も母乳哺育
を推奨しています。赤ちゃんが頻
回に乳頭を吸うことが、母乳をつく
るホルモンの分泌をよくします。



 

面会について

現在、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、面会を禁止させていただいています。
お荷物の受け渡しは14-16時となっています。
お荷物の受け渡し、入退院時の際も病棟にはご家族1人での来院をお願いしています。
申し訳ございませんが、ご協力よろしくお願いします。

母児同室中に赤ちゃんが強い黄疸や嘔吐などで治療が必要になった場合は、状態によって新生
児センターでお預かりして治療を受けていただきます。

母児同室をしている病室は赤ちゃんの安全を守り、面会者からの感染を防ぐために、入り口を施
錠しています。面会制限については下記を参照してください。

ママが疲れているとき、シャワーなど赤ちゃんのそばを離れるときはお預かりしますのでスタッフ
まで声をおかけください。

毎朝8時から体重測定をして小児科医の診察を受けます。ママが心配なこと、聞きたいことがあ
る場合は診察時に赤ちゃんのそばで聞いていただけます。

ネオガード

ネオガードは赤ちゃんの呼吸状態を観察するモニターのことです。出生後数日の赤ちゃんは体
の機能が不安定なため、ネオガードを使用し呼吸に異常がないか確認をしています。赤ちゃんが
寝ているベッドの下にひいて、寝ている時の状態を観察します。

赤ちゃんの診察

赤ちゃんに治療が必要な時

赤ちゃんのお預かり

安全管理と感染予防


